
 

 1 

かってに 

 
   

    
   

   
   

   
    

   
   

   
  

   
 
 

氏 

名 
[ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
] 

「私
家
版 

鹿
沼
市
検
定 

一
級
」  

 
 
 
 
 

検
定
実
施
日 

 

令
和
三
年 

 

月 
 

日 
 

限
目 

一 

次
の
地
名
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

（日
本
郵
便
の
名
称
に
よ
る
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

（
１
） 

高
谷 

 
 
 

（
２
） 

武
子 

 
 

（
３
） 

千
渡 

 
 
 
 

（
４
） 

鳥
居
跡
町 

 
 

（
５
） 

仁
神
堂
町 

 
          

 

（
６
） 

万
町 

 
 
 

（
７
） 

草
久 

 
 

（
８
） 

酒
野
谷 

 
 
 

（
９
） 

油
田
町 

 
 
 

（
１
０
） 

麻
苧
町 

二 

次
の
、
鹿
沼
市
の
名
所
等
に
関
す
る
問
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。  

 

問
一 

上
粕
尾
の
標
高
１
３
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
、
別
名
「
小
尾
瀬
」
と
も
呼
ば
れ
る
湿
原
名
を
、
漢
字
二
文
字
で
答
え
な
さ
い
。 

  

問
二 

鹿
沼
市
街
地
を
流
れ
る
の
は
黒
川
で
す
が
、
上
流
の
板
荷
地
区
に
は
そ
の
清
流
を
活
か
し
た
「       

プ
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
ひ
ら
が
な
四
字

を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
三 

木
版
画
の
詩
人
「
川
上
澄
生
」
の
代
表
作
は
『
初
夏
の 

 
 

』
で
す
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
語
を
、
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

風 
 
 
 
 

イ 

色 
 
 
 
 

ウ 

蝶 
 
 
 
 
 

エ 

雲 
 
 
 
 
 

オ 

夢 

 

問
四 

「
川
上
澄
生
美
術
館
」
の
、
一
般
の
入
場
料
は
い
く
ら
で
す
か
。 

 

問
五 

川
上
澄
生
は
大
正
十
年
に
現
在
の
「
宇
都
宮
高
等
学
校
」
の
教
師
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
担
当
の
教
科
は
何
で
し
た
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

美
術 

 
 
 

イ 

音
楽 

 
 
 

ウ 

英
語 

 
 
 
 

エ 

国
語 

 
 
 
 

オ 

数
学 

 

問
六 

川
上
澄
生
は
、
自
分
の
こ
と
を
「 

 
 
 
 
 

教
師
」
と
自
称
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
ひ
ら
が
な
四
字
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
七 

鹿
沼
市
に
は
、
中
学
校
は
何
校
あ
り
ま
す
か
。 

 

問
八 

平
成
二
十
八
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
開
か
れ
た
政
府
間
委
員
会
で
「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」
が
「 

 
 
 
 

無
形
文
化
遺
産
に
」
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
カ
タ
カ
ナ
四
字
を
答
え
な
さ
い
。 

【
問
九
か
ら
問
十
一
は
、
鹿
沼
秋
ま
つ
り
（
毎
年
十
月
の
第
二
土
・
日
曜
日
開
催
）
に
つ
い
て
の
問
題
で
す
。
】 

 

問
九 

ま
つ
り
に
参
加
す
る
氏
子
町
の
彫
刻
屋
台
は
全
部
で
何
台
あ
り
ま
す
か
。 

 

問
十 

最
も
製
作
年
が
古
い
（
一
八
〇
四
年
文
化
年
間
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
何
町
の
屋
台
で
す
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

仲
町 

 
 
 

イ 

下
横
町 

 
 

ウ 

麻
苧
町 

 
 
 

エ 

石
橋
町 

 
 
 

オ 

銀
座
一
丁
目 

 

問
十
一 

最
も
製
作
年
が
新
し
い
の
は
、
「
泉
町
」
の
屋
台
で
す
が
、
い
つ
製
作
さ
れ
ま
し
た
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

大
正
六
年 

 
 

イ 

昭
和
三
年 

 
 
 

ウ 

昭
和
三
十
三
年 

 
 
 

エ 

昭
和
六
十
三
年 

 
 
 

オ 

平
成
八
年 

 

問
十
二 

「
千
手
山
公
園
」
は
、
２
０
０
７
年
に
公
開
さ
れ
た
映
画
の
ロ
ケ
地
と
な
り
ま
し
た
。
三
浦
春
馬
さ
ん
主
演
の
、
こ
の
映
画
の
題
名
を
答
え
な
さ
い
。 

 

問
十
三 

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
「
ａ
ｕ
三
太
郎
シ
リ
ー
ズ
」
（
２
０
１
９
年
８
月
～
放
送
）
や
映
画
「
破
壊
の
日
」
（
２
０
２
０
年
７
月
公
開
）
、
ド
ラ
マ
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ 

仁
」
等
の
ロ
ケ
地

に
な
っ
た
場
所
は
ど
こ
で
す
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

加
蘇
山
神
社 

 
 

イ 

旧
粟
野
中
学
校 

 
 
 

ウ 

千
手
山
公
園 

 
 
 

エ 

銀
座
通
り 

 
 
 

オ 

北
小
学
校 

 

問
十
四 

『
鷹
の
巣
と
り
』
『
虎
ち
ゃ
ん
の
日
記
』
『
ワ
ン
ワ
ン
も
の
が
た
り
』
等
で
知
ら
れ
る
、
鹿
沼
ゆ
か
り
の
児
童
文
学
作
家
の
名
は
、
「 

 
 
 

省
三
」
で
す
。
こ
の
空
欄

に
当
て
は
ま
る
姓
を
、
漢
字
二
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

問
十
五 

入
粟
野
に
あ
る
「
前
日
光
つ
つ
じ
の
湯
交
流
館
」
の
、
温
泉
の
泉
質
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

炭
酸
水
素
塩
泉 

 

イ 

塩
化
物
泉 

 
 

ウ 

二
酸
化
炭
素
泉 

 

エ 

含
鉄
泉 

 
 
 
 
 

オ 

ア
ル
カ
リ
単
純
硫
黄
泉 

 

問
十
六 

果
肉
が
と
て
も
柔
ら
か
く
デ
リ
ケ
ー
ト
な
な
め
市
場
に
あ
ま
り
流
通
し
な
い
た
め
、
あ
る
意
味
「
幻
の
い
ち
ご
」
と
も
い
わ
れ
る
品
種
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。 

 
 
 

ア 

と
ち
お
と
め 

 
 

イ 

女
峰 

 
 
 
 

ウ 

と
ち
ひ
め 

 
 
 

エ 

ス
カ
イ
ベ
リ
ー 

 
 

オ 

と
ち
あ
い
か 

 

問
十
七 

２
０
０
６
年
、
鹿
沼
市
は
、
市
町
村
別
「
ニ
ラ
」
の
収
穫
量
全
国
三
位
で
す
。
さ
て
、
２
０
１
５
年
の
「
ニ
ラ
」
の
都
道
府
県
別
収
穫
量
２
位
は
栃
木
県
、
３
位
は
茨
城
県

で
す
が
、
１
位
は
何
県
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

ア 

高
知
県 

 
 
 
 

イ 

茨
城
県 

 
 
 

ウ 

大
分
県 
 
 
 
 

エ 

宮
崎
県 

 
 
 
 
 

オ 

群
馬
県 

三 

次
の
、
鹿
沼
市
の
統
計
等
に
関
す
る
問
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。  

問
一 

郵
便
番
号 

3
2
2
-0

0
0
1
 

は
ど
こ
で
す
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

今
宮
町 

 
 
 
 

イ 

朝
日
町 

 
 
 
 

ウ
栃
窪 

 
 
 
 

エ 

草
久 

 
 
 

オ 

銀
座 

問
二 

「
宇
都
宮
市
」
と
「
鹿
沼
市
」
の
う
ち
、
面
積
が
広
い
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
。 

 

問
三 

鹿
沼
市
の
人
口
は
お
お
よ
そ
何
人
で
す
か
。
（
令
和
二
年
二
月
現
在
）
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

１
２
万
人 

 
 
 

イ 

１
０
万
人 

 
 
 
 

ウ 

９
万
５
千
人 

 
 
 
 

エ 

８
万
５
千
人 

 
 

 

 

問
四 

鹿
沼
市
の
人
口
は
「
男
性
」
と
「
女
性
」
ど
ち
ら
が
多
い
で
す
か
。
（
令
和
二
年
二
月
現
在
） 

 

問
五 

鹿
沼
市
の
一
番
雨
が
多
い
月
は
何
月
で
す
か
。
（
月
別
平
均
降
水
量 

１
９
８
１
～
２
０
１
０
） 

 

問
六 

鹿
沼
市
の
一
番
雨
が
少
な
い
月
は
何
月
で
す
か
。
（
月
別
平
均
降
水
量 

１
９
８
１
～
２
０
１
０
） 

 

問
七 

鹿
沼
市
は
昭
和
２
３
年
に
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
何
月
何
日
で
す
か
。
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 

ア 

一
月
一
日 

 
 
 
 

イ 

四
月
一
日 

 
 
 
 

ウ 

七
月
二
十
八
日 

 
 

エ 

八
月
十
日 

 
 
 
 

オ 

十
月
十
日 

 

問
八 

令
和
２
年
に
お
け
る
土
地
の
利
用
状
況
で
、
「
宅
地
」
と
「
畑
」
で
は
ど
ち
ら
が
多
い
で
す
か
。 

 

問
九 

鹿
沼
市
の
最
高
気
温
は
何
度
で
す
か
。
（
２
０
２
０
年
８
月
１
１
日
観
測
） 

 
 
 

ア 

４
１
・
１
度 

 
 
 

イ 

４
０
・
３
度 

 
 
 

ウ 

３
９
・
６
度 

 
 
 

エ 

３
７
・
１
度 

 
 
 

オ 

３
６
・
７
度 
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鹿沼市に 

ディープに迫ろう ！ 


